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学
校
事
例

課　題

実　践

「入学前算数テスト」で、
入学者の学力を把握

１年生の数学で
希望制習熟度別授業を実施
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テストの分析、クラス分けに反映

入
学
前
か
ら
の
学
力
把

握
で
、
下
位
層
の
生
徒

の
学
習
離
れ
を
防
ぐ
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入
学
前
算
数
テ
ス
ト
と
希
望
制

習
熟
度
別
授
業
で
下
位
層
を
フ
ォ
ロ
ー

兵
庫
県

尼
崎
市
立
園
田
中
学
校

尼
崎
市
立
園
田
中
学
校
の
特
徴
は
、
中
学
校
入
口
段
階
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
だ
。

学
力
下
位
層
を
把
握
す
る
た
め
に
「
入
学
前
算
数
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
、１
年
生
か
ら
希
望
制
の
習
熟
度
別
授
業
を
行
う
。

学
び
に
向
か
う
た
め
の
環
境
を
早
期
に
整
え
、
学
力
差
の
拡
大
を
防
い
で
い
る
。

◎１９４７（昭和２２）年、園
田地区唯一の中学校として
開校。地域は、厳しくも温
かく学校を支える。２００８年
度から「基礎基本を定着さ
せ、考える力を育てる」をテー
マに研究を開始。授業の充
実と家庭学習の定着を図り、
学力向上を目指す。

校長◎大龍雅子先生　

生徒数◎７９５人　　学級数◎２３学級（うち特別支援学級３）

所在地◎〒 661-0982　兵庫県尼崎市食満 1-1-1

TEL◎ 06-6491-0775

URL◎ http://www.ama-net.ed.jp/school/j20/

・小学校段階でのつまずきを抱えたまま入学してく
る生徒がいる
・生徒を落ち着かせる「分かる授業」づくり

・校区内の小学６年生に、独自に作成した「入学前
算数テスト」を行う
・結果は学校全体で共有し、クラス分けや授業の
運営に活用する

・教科書をじっくり理解、定着させる「じっくりコー
ス」と、さまざまな問題に取り組む「充実コース」
を設ける
・コースの選択は生徒の自主性を尊重し、学習意
欲の喚起を図る
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３年間の指導の流れ
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「学力保障」のために、移行期間の今できること
第1 回

学力下位層を伸ばす３か年のストーリー

　

尼
崎
市
北
東
部
に
位
置
す
る
尼
崎
市
立
園
田
中
学

校
の
校
区
は
、
田
園
地
帯
が
広
が
る
落
ち
着
い
た
環

境
だ
。
昔
か
ら
暮
ら
し
て
い
る
住
民
も
多
く
、
保
護

者
も
学
校
に
協
力
的
だ
と
い
う
。

　

し
か
し
、
数
年
前
ま
で
学
校
は
生
徒
指
導
上
、
困

難
な
状
況
に
あ
っ
た
。
生
徒
、
教
師
共
に
落
ち
着
か

な
い
状
態
が
続
き
、
い
つ
し
か
学
力
調
査
の
結
果
も

市
の
平
均
を
下
回
っ
て
い
た
。

　

大
龍
雅
子
校
長
が
同
校
に
赴
任
し
た
２
０
０
７
年

度
は
、
よ
う
や
く
学
校
が
落
ち
着
き
始
め
た
時
期
で

あ
っ
た
。「
研
究
を
始
め
る
に
は
、
時
期
が
ま
だ
早

い
の
で
は
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
大
龍
校
長

は
、
あ
え
て
「
基
礎
基
本
を
定
着
さ
せ
、
考
え
る
力

を
育
て
る
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
始
め
た
。

　
「『
ま
ず
は
生
徒
指
導
を
し
っ
か
り
す
べ
き
で
は
』

と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
授
業
が
分
か
ら
な
い

か
ら
こ
そ
生
徒
が
落
ち
着
か
な
い
と
い
う
面
も
あ
り

ま
す
。
分
か
る
授
業
を
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
つ

い
て
き
て
く
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
学
校
も
落
ち
着
く

は
ず
だ
と
先
生
方
に
理
解
を
求
め
、
研
究
を
始
め
ま

し
た
」（
大
龍
校
長
）

　

そ
う
し
た
同
校
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、「
入
学

前
お
よ
び
１
年
次
の
重
視
」
で
あ
る
。
ま
ず
、
校
区

内
の
小
学
校
３
校
と
協
力
し
、
６
年
生
全
員
を
対
象

に
、
同
校
が
独
自
に
作
問
し
た
「
入
学
前
算
数
テ
ス

ト
」
を
行
う
（
P.　

）。
学
力
下
位
層
の
早
期
把
握

が
目
的
で
、
結
果
は
学
校
全
体
で
共
有
し
、
入
学
後

の
ク
ラ
ス
分
け
や
授
業
の
運
営
に
利
用
す
る
。

　

研
究
主
任
の
伊
藤
美
幸
先
生
は
、
そ
の
効
果
を
次

の
よ
う
に
語
る
。

　
「
入
学
前
に
『
こ
の
生
徒
は
、
こ
こ
で
つ
ま
ず
い

て
い
る
』
と
把
握
し
て
お
く
こ
と
で
、
入
学
後
の
授

業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
入
学
前

算
数
テ
ス
ト
を
続
け
る
う
ち
に
、『
分
数
』
や
『
異

な
る
２
量
の
割
合
』
な
ど
、
多
く
の
生
徒
が
つ
ま
ず

き
や
す
い
単
元
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
中

学
校
で
そ
れ
ら
の
単
元
を
授
業
で
復
習
す
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
が
、
小
学
校
で
も
力
を
注
い
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
」

　

入
学
前
の
取
り
組
み
は
、
小
・
中
学
校
の
円
滑
な

連
携
が
不
可
欠
だ
。
大
龍
校
長
は
普
段
か
ら
小
学
校

に
足
を
運
び
、
同
校
が
目
指
す
教
育
を
説
明
し
、
理

解
と
相
互
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

１
年
生
の
数
学
で
は
「
希
望
制
習
熟
度
別
授
業
」

も
行
い
（
＊
１
）、
学
力
差
の
拡
大
を
出
来
る
だ
け

早
期
に
防
ご
う
と
し
て
い
る
。

　

同
校
で
は
、
以
前
、
ク
ラ
ス
を
単
純
に
半
数
に
分

け
て
、
習
熟
度
に
よ
ら
な
い
通
常
の
少
人
数
指
導
を

行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
学
力
向
上
に
は
効
果
が
あ

ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
08
年
度
か
ら
は
習
熟

度
別
の
ク
ラ
ス
分
け
を
行
い
、
教
科
を
数
学
の
１
教

科
に
絞
る
と
共
に
、
実
施
学
年
を
１
年
生
と
し
た
。

教
科
書
を
じ
っ
く
り
理
解
・
定
着
さ
せ
る
「
じ
っ
く

り
コ
ー
ス
」
と
、
教
科
書
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
取
り
組
む
「
充
実
コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス
を
設

定
し
、
生
徒
本
人
に
選
ば
せ
る
習
熟
度
別
授
業
と
し

た
（
P.　

）。

　

学
力
に
応
じ
た
授
業
に
よ
り
、「
授
業
が
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
感
じ
る
生
徒
が
多
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
授
業
が
分
か
ら
な
い
場
合

で
も
、
教
師
に
質
問
を
す
る
生
徒
の
姿
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
各
種
の
取
り
組
み
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
徒
の
学
力
は
上
向
い
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
尼
崎
市
が
実
施
し
た
09
年
度
の
「
学
力
・
生

活
実
態
調
査
」
で
は
、
市
平
均
を
上
回
る
成
果
を
挙

げ
た
。

　
「
現
在
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
、
先
生
方
の
頑
張

り
の
成
果
で
す
。
当
初
は
、
研
究
に
対
す
る
ベ
ク
ト

ル
が
な
か
な
か
そ
ろ
わ
な
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

変
わ
る
生
徒
の
姿
を
見
て
、
学
校
が
一
丸
と
な
っ
て

学
習
に
臨
む
雰
囲
気
が
出
来
て
き
た
と
思
い
ま
す
」

（
大
龍
校
長
）

尼
崎
市
立
園
田
中
学
校
校
長

大
龍
雅
子

「
地
域
の
人
に
愛
さ
れ
支
え
ら
れ
、
地
域
と

と
も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
」

尼
崎
市
立
園
田
中
学
校

伊
藤
美
幸

研
究
主
任
。３
学
年
担
任
。数
学
科
担
当
。「
数

学
は
中
学
に
上
が
っ
て
最
も
つ
ま
ず
き
や
す

い
科
目
。
苦
手
意
識
を
克
服
さ
せ
た
い
」

中
学
校
入
学
前
か
ら

学
力
下
位
層
の
つ
ま
ず
き
を
把
握

希
望
制
習
熟
度
別
授
業
で

学
び
へ
の
前
向
き
な
姿
勢
を
育
て
る

＊プロフィールは取材時（2010年３月）のものです　　＊１ ２０１０年度より３年生の数学でも実施
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■
小
学
校
段
階
で
の「
入
学
前
算
数
テ
ス
ト
」

　

同
校
の
下
位
層
へ
の
手
立
て
は
、
１
年
生
が
入
学

す
る
前
か
ら
始
ま
る
。
校
区
内
の
小
学
校
３
校
の
６

年
生
全
員
を
対
象
に
、
同
校
の
教
師
が
独
自
に
作
問

し
た
算
数
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
の
だ
（
図
）。

　

算
数
１
教
科
と
し
た
の
は
、
習
熟
の
差
が
出
や
す

い
こ
と
に
加
え
、小
学
校
側
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
。

毎
年
１
月
、
同
校
が
人
数
分
の
問
題
用
紙
を
各
校
に

持
参
し
て
受
験
を
依
頼
。
小
学
校
は
３
月
ま
で
に
テ

ス
ト
を
行
い
、
回
収
し
た
答
案
を
中
学
校
に
提
出
す

る
。
採
点
は
中
学
校
が
行
い
、
結
果
を
参
考
に
新
入

生
の
学
級
を
編
成
す
る
こ
と
で
、
特
定
の
ク
ラ
ス
に

下
位
層
が
集
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

春
休
み
に
小
学
校
別
に
誤
答
分
析
・
考
察
を
行
い
、

４
月
初
旬
に
は
各
校
に
そ
の
結
果
を
伝
え
て
い
る
。

　

テ
ス
ト
は
全
23
問
で
、
あ
え
て
基
礎
的
な
問
題
ば

か
り
を
出
題
す
る
。
九
九
、
小
数
計
算
、
分
数
計
算
、

図
形
の
面
積
な
ど
の
単
元
に
対
応
し
、
算
数
の
ど
の

段
階
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
が
明
確
に
な
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
る
。

　
「『
で
き
る
子
』
に
と
っ
て
は
簡
単
に
１
０
０
点
が

取
れ
る
テ
ス
ト
で
す
が
、
テ
ス
ト
の
目
的
は
手
厚
い

支
援
が
必
要
な
生
徒
の
把
握
と
、
そ
の
生
徒
が
小
学

校
段
階
の
ど
こ
で
つ
ま
ず
き
、
学
習
を
放
棄
し
て
し

ま
っ
た
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
す
」（
伊
藤
先
生
）

　

毎
年
テ
ス
ト
を
続
け
る
う
ち
に
、
つ
ま
ず
き
の
傾

向
が
見
え
て
き
た
。「
分
数
」「
異
な
る
２
量
の
割
合
」

の
誤
答
率
が
高
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
、
３
学
年
を

通
し
て
分
数
週
間
（
６
月
）、
割
合
週
間
（
11
月
）

を
設
定
。
練
習
プ
リ
ン
ト
３
枚
を
復
習
し
た
ら
、
最

後
に
３
学
年
共
通
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
定
着
度
を

測
り
、
今
後
の
学
習
を
促
す
。

　

入
学
前
算
数
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
生
徒
の
苦
手
な
箇

所
が
把
握
で
き
る
の
で
、
授
業
中
も
き
め

細
か
な
指
導
が
可
能
だ
。
更
に
、
結
果
は

学
校
全
体
で
共
有
す
る
。
文
字
の
書
き
方

（
丁
寧
か
）、
取
り
組
む
姿
勢
（
解
答
へ
の

努
力
の
跡
が
見
ら
れ
る
か
、
途
中
で
投
げ

出
し
て
い
る
か
）
な
ど
の
点
か
ら
、
生
徒

指
導
面
で
の
課
題
も
把
握
で
き
る
か
ら

だ
。

■
小
中
連
携
で
授
業
改
善
に
取
り
組
む

　

入
学
前
算
数
テ
ス
ト
を
機
に
、
小
中
連

携
が
深
ま
っ
た
。「
分
数
」「
異
な
る
２
量

の
割
合
」
の
う
ち
、難
易
度
が
よ
り
高
く
、

日
常
生
活
に
も
必
要
な
「
異
な
る
２
量
の

割
合
」
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
さ
せ
よ
う

と
、
08
年
度
に
「
中
学
生
に
よ
る
小
学
生

の
た
め
の
割
合
講
座
」
を
発
足
さ
せ
、
中
学
校
の
生

徒
が
小
学
校
に
出
向
き
、
小
学
生
に
教
え
る
と
い
う

活
動
を
始
め
た
。
生
徒
は
小
学
生
へ
の
指
導
に
よ
っ

て
理
解
を
深
め
、
小
学
生
は
先
輩
か
ら
教
わ
る
こ
と

で
学
習
意
欲
を
高
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
小
学
校
で
は
分
数
と
割
合
を
重
視
し
た
授

業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
小
中
の
授
業
交
流

も
行
わ
れ
る
な
ど
、
校
区
ぐ
る
み
で
学
力
向
上
を
目

指
す
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

図 「入学前算数テスト」（抜粋）　

問題は毎年ほぼ同じ。ただ、「10％を分数で表す」という問題を次の年に「10％を小
数で表す」程度の変更は加える

上記のシートは、Benesse教育研究開発センターのウェブ
サイトから加工可能な形式でダウンロードできます。
http://view21.jp/c0111/

「
入
学
前
算
数
テ
ス
ト
」
で
小
学
校
段
階
の
つ
ま
ず
き
を
早
期
把
握
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夫
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「学力保障」のために、移行期間の今できること
第1 回

学力下位層を伸ばす３か年のストーリー

■
習
熟
度
に
応
じ
た
２
つ
の
コ
ー
ス

　

同
校
で
は
以
前
、
習
熟
度
に
よ
ら
ず
、
単
純
に
ク

ラ
ス
を
２
分
割
し
た「
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
授
業
」を
行
っ

て
い
た
。
一
斉
授
業
よ
り
も
落
ち
着
い
た
授
業
が
出

来
て
い
た
が
、
学
力
向
上
に
は
目
立
っ
た
成
果
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
08
年
度
か
ら
は
実
施
時
期
を
１
年
生
に

す
る
と
共
に
、「
希
望
制
習
熟
度
別
方
式
」に
改
め
た
。

教
科
書
を
じ
っ
く
り
理
解
・
定
着
さ
せ
る
「
じ
っ
く

り
コ
ー
ス
」
と
、
教
科
書
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
取
り
組
む
「
充
実
コ
ー
ス
」
の
い
ず
れ
か
を
、

単
元
ご
と
に
生
徒
本
人
に
選
択
さ
せ
る
。
単
元
の
最

初
の
１
時
間
は
一
斉
授
業
を
行
い
、チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
で
単
元
内
容
を
説
明
し
、
そ
の
後
、
生
徒
は

自
分
が
学
び
た
い
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
。

　
「
１
年
生
で
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
こ
と
で
、

い
わ
ゆ
る
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
、
ひ
い
て
は
学
力
差
の
拡

大
を
防
ぐ
の
が
目
的
で
す
」（
大
龍
校
長
）

■
希
望
を
尊
重
し
て
学
習
意
欲
を
養
う

　

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
は
人
数
制
限
を
設
け
て
い

な
い
。
本
人
の
希
望
を
尊
重
し
、「
コ
ー
ス
を
変
わ

り
た
い
」
と
希
望
し
た
場
合
、
単
元
の
変
わ
り
目
で

変
更
で
き
る
。
希
望
制
と
し
た
の
は
、「
自
分
で
選

ん
だ
か
ら
に
は
し
っ
か
り
や
る
」
と
い
う
学
習
意
欲

を
持
た
せ
る
た
め
だ
。

　
「
教
師
が
『
じ
っ
く
り
コ
ー
ス
』
が
ふ
さ
わ
し
い

と
思
う
生
徒
で
も
、
本
人
が
『
充
実
コ
ー
ス
』
を
選

ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
教
師
か
ら
特
別
に
働
き
か
け

て
、
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
よ
う
勧
め
る
こ
と
は
し
ま

せ
ん
。
常
に
目
を
配
る
よ
う
に
し
て
、
本
人
の
や
る

気
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
を
一
番
に
考
え
て
い
ま
す
」

（
伊
藤
先
生
）

　

希
望
制
習
熟
度
別
授
業
へ
の
生
徒
の
満
足
度
は
高

い
。
通
常
の
一
斉
授
業
の
中
で
も
発
言
や
質
問
が
活

発
に
な
る
な
ど
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
も
効
果
が
見

ら
れ
て
い
る
。

■「
放
課
後
学
習
」で
学
習
方
法
を
指
導
し
、定
着
さ
せ
る

　

１
年
生
の
指
導
を
見
直
す
一
方
、
３
年
間
を
通
し

て
次
の
よ
う
な
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
家
庭
で
自
主
学
習
が
出
来
な
い
生
徒
を
中

心
に
声
を
掛
け
、
希
望
を
募
っ
て
「
放
課
後
学
習
」

を
行
っ
て
い
る
。
学
習
内
容
は
そ
の
日
の
宿
題
や
授

業
の
振
り
返
り
で
、
県
・
市
か
ら
派
遣
さ
れ
た
学
力

向
上
の
指
導
補
助
員
や
教
師
が
指
導
に
入
る
。
１
年

生
１
学
期
で
は
10
人
程
度
が
集
ま
る
。
部
活
動
が
本

格
化
す
る
２
学
期
以
降
は
参
加
人
数
が
減
る
が
、
３

年
生
で
ク
ラ
ブ
を
引
退
す
る
と
希
望
者
は
定
員
の
20

人
を
超
え
る
た
め
、
必
要
度
の
高
い
生
徒
を
選
ん
で

取
り
組
ま
せ
て
い
る
。

■「
土
曜
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」事
業

　
「
土
曜
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」
事
業
は
、
尼
崎

市
教
育
委
員
会
が
市
内
中
学
校
で
実
施
す
る
取
り
組

み
だ
。
各
学
年
１
ク
ラ
ス
で
、毎
週
土
曜
日
に
実
施
。

学
年
ご
と
に
授
業
の
復
習
や
宿
題
な
ど
、
自
分
の
課

題
に
取
り
組
む
。
同
校
を
卒
業
し
た
大
学
生
、
教
員

経
験
者
な
ど
が
指
導
に
入
る
。

　

全
校
か
ら
希
望
者
を
募
る
が
、
必
要
な
生
徒
に
は

担
任
が
声
を
か
け
る
。学
習
方
法
を
指
導
す
る
な
ど
、

家
庭
学
習
を
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
て
い
る
。

■「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ワ
ー
ク
」で
宿
題
の
時
間
を
確
保

　

生
徒
に
よ
っ
て
は
、
部
活
動
や
習
い
ご
と
、
そ
の

他
の
事
情
で
ど
う
し
て
も
宿
題
が
出
来
な
い
日
が
生

じ
る
。
そ
こ
で
、３
年
生
で
は「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ワ
ー

ク
」
と
し
て
週
単
位
の
宿
題
を
課
し
、
生
徒
の
都
合

の
良
い
日
・
時
間
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
た
。

　

内
容
は
、
こ
れ
ま
で
に
習
っ
た
こ
と
。
１
週
間
あ

た
り
２
教
科
の
復
習
プ
リ
ン
ト
を
宿
題
と
し
て
週
の

初
め
に
出
し
、
金
曜
日
の
朝
、
そ
の
週
の
プ
リ
ン
ト

か
ら
抜
粋
し
た
問
題
に
よ
る
小
テ
ス
ト
を
実
施
す

る
。「
こ
の
テ
ス
ト
の
結
果
を
成
績
に
反
映
さ
せ
る
」

と
あ
ら
か
じ
め
生
徒
に
伝
え
、
自
学
自
習
を
促
し
て

い
る
。

単
元
ご
と
に
コ
ー
ス
を
選
ぶ「
希
望
制
習
熟
度
別
少
人
数
授
業
」を
実
施

補
習
や
土
曜
日
の
活
用
、
宿
題
の
週
単
位
化
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